




  13

3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 ブランケットグラウチング 
3.1.1 施工範囲 
堤体コア敷及びフィルター敷。 

3.1.2 改良目標値 
コア敷浅部基礎岩盤の透水性、及び変形性の改良を目的として、5Lu とした。 

 

3.1.3 施工時期 
 粗掘削完了後、地質状況を確認し、モルタル吹きつけ等のリーク処理を施した後。 

 

3.1.4 孔の配置及び深さ 
 ブランケットグラウチングは、５ｍ格子を基本とし、仕上げ掘削面からの厚み 10ｍを確保す

る。 

 補助ブランケットグラウチングは、孔間隔を 

３ｍとし、仕上げ掘削面からの厚み 15ｍを確保する。 
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3.2 カーテングラウチング 
3.2.1 施工範囲 
1)堤体部 

改良目標値 2Lu を上回る範囲を包括した範囲とする。 

2)左岸リム部 

リムトンネル奥に分布する高透水部を包括した範囲。（リムトンネル長＝50ｍ） 

3)右岸リム部 

リムトンネル奥に分布する高透水部を包括した範囲。（リムトンネル長＝146ｍ） 

 

3.2.2 改良目標値 
カーテングラウチングは、ダム基礎岩盤の遮水性を改良することを目的とし、改良目標値を 2

ルジオンとした。 

また主カーテングラウチングに先立ち、卓越した亀裂をグラウトで充填し、主カーテングラウ

チングの改良効果を促進ｓなせることと、浸透水の導水勾配を緩和して表層部の新島流速を制御

することを目的として、補助カーテングラウチングを実施した。補助カーテングラウチングには、

改良目標値を設定しない。 

 

 

3.2.3 施工位置及び施工時期 
  監査廊内部からの施工とする。 

施工時期は、堤体盛立 15ｍ完了後とした。 

 

3.2.4 孔の配置 
1)一般部 

主カーテングラウチング＝3.0ｍ千鳥配置（列間隔 1.0ｍ） 

補助カーテングラウチング＝3.0ｍ千鳥配置（列間隔 1.0ｍ、孔角度上下流 5°） 

2)単列試験区間 

主カーテングラウチング＝2.0ｍ単列配置 

補助カーテングラウチング＝3.0ｍ千鳥配置（列間隔 0.5ｍ、孔角度上下流 5°） 
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